
















要約:平成 2 年度に実施した乳幼児健診を利用した事故予防のための保健指導の長期的効

果を検討するため、アンケート調査を行った。その結果、平成 3年度調査でみられた 6ヵ

月健診時の保健指導の効果が4年後も持続していることが確認できた。一方で、児の年齢

により遭遇する事故の種類や場所が変化していくことも明らかになった。このため、事故

予防の保健指導をより効果的に進めるためには、児の成長段階に応じた保健指導を繰り返

し実施することが重要であると思われる。


